誤飲、中毒

中毒事故が起きたら・・・

1. 原因物質の確認

まず何を飲んだか、何を吸ったか、中毒の原因物質を確認する。自殺目的の場合は、本人が言う物質名が本当であるとは限らないので、周囲の状況や散らばっている瓶や空箱などから、確認しなければならない事もある。また、残っている量から飲んだ量を判断することも重要なポイントとなる。

2. 応急手当
（１）飲み込んだとき

①　飲み込んだものを無理に吐かせたり、安易に水や牛乳を飲ませない。医療機関や中毒情報センター等へ連絡し指示を仰ぐ。

②　吐いた場合は顔を横に向かせ、吐いたものが喉につまらないよう十分注
　　　意する。

注意　強酸や強アルカリ性を含む製品(トイレ用・パイプ用・換気扇用洗浄剤、漂白剤など)は、食道の粘膜にひどいやけどをおこす可能性がある。また、石油製品は吸い込むと、重い肺炎をおこす場合もある。

（２）ガスを吸入したとき

①　自分が吸入しないよう注意し、きれいな空気の場所へ移動させ、安静にさせる。

（３）目に入ったとき

①　水でよく洗う(できれば１５分以上)

　　　　　注意　顔を横に向け、やかんや水道などから弱い流れの水で洗う。勢いの強い水で洗うと、かえって目に障害を起こす危険がある。

（４）皮膚に付いたとき

①　薬物等の付いた着衣はすぐに脱がせ、皮膚を十分に水で洗う。

（５）反応(意識)がないとき
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　　　①　吐いた物が喉につまらないように、また薬物の吸収を遅らせるために左側を下にした横向きの姿勢をとらせる。図１のように、下あごを前に出し上側のひじとひざを曲げて体をささえる。

3. 医療機関へ受診する

①　様子がおかしかったり、反応(意識)が無くなった場合などは、直ぐに１１９番通報するとともに、必要な応急手当を行う。又、飲んだ時刻やその量についての情報提供及び必ず飲んだもの(容器や説明書)を持って、受診する。
＜大阪中毒１１０番（365日 24時間対応）＞
　一般市民専用電話：０７２－７２７－２４９９（情報提供料：無料）
＜つくば中毒１１０番（365日 ９時～２１時対応）＞
　一般市民専用電話：０２９－８５２－９９９９（情報提供料：無料）
■タバコ専用電話（365日 24時間対応、テープによる情報提供：一般市民）　　　　　　０７２－７２６－９９２２（情報提供料：無料）
参考文献　
財団法人 日本中毒情報センター編集資料
応急手当講習テキスト
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図１　回復体位


(財)救急振興財団から引用


